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論文及び審査結果の要旨 
 
本研究は海岸構造物背後の局所的な洗掘に対し、構造物背後の底質粒径、および海岸構造物

の空隙率に焦点を当て既存の局所洗堀深推定式の改良、および数値モデルを用いた洗堀深、洗

堀形状の精度向上を目的としている。陸側構造物の洗掘深を予測する上で、背後土砂の粒径や

構造物の空隙率の効果を考慮することの重要性を指摘したと共に、これらを変数とした室内実

験を実施した。実験結果を用いた既存推定式の改良により、推定精度を高めることを示した。

また、数値モデル XBeach を使用した洗堀計算を実施し、砂層に関連する変数を調整することで

洗堀形状の精度を向上できることを示している。 

本論文は全 7章で構成されている。第 1章では本研究にて対象とする海岸構造物周囲における

津波による洗堀に関する説明など、研究の背景と動機を示した上で本研究の目的を設定し、以

降の各章の関係を研究の構成として示している。第 2章では関連する既往研究について文献レビ

ューを行い、本研究の位置づけを明確にしている。加えて、数値モデル XBeach の説明も併せて

行っている。第 3章では実施した室内実験について、使用した底質の特徴、構造物の空隙率、実

験スケールについて記述すると共に、数値モデルの計算条件、および水深変化を用いた精度確

認を行っている。第 4章では構造物背後の洗堀が生じる箇所の底質粒径を変化させた実験の結果

を示すと共に、その考察を行っている。第 5章では 4章で示した内容に対して数値モデル XBeach

を用いた再現計算を実施し、精度向上に必要な変数の検討を実施している。第 6章では構造物の

空隙率を変化させた実験結果、および考察を行い、4 章で示した不透過構造物との違いについて

記述している。加えて、既往研究で提案がなされた津波洗堀量推定式に、構造物背後の底質粒

径、構造物空隙率を加えた新たな式を提案している。最後の第 7章では以上の解析結果が取りま

とめられている。 

示された結果は、今後の津波等の高波浪に対する設計海岸構造物背後の防護に貢献できるこ

と、また、今回示した背後底質や構造物空隙率の影響については沿岸防災や海岸保全への利用

も期待され、社会的意義は大きく学術的価値も高いと判断される。 

提出された論文に対して、iThenticate を用いて剽窃・盗用の不正行為の有無を確認したとこ

ろ、自身が発表した論文、一般的な用語や手法の表現、参考文献からの引用、文献名などの一

部一致が見られたものの、剽窃や盗用に該当するものはないことを確認した。 

研究成果については既に 2編の査読付き論文で公表されており、学会からも高い評価を受けて

いると判断できる。 

よって、本論文は博士（工学）の学位論文として十分に価値があると認められるため、合格

（A）の判定とする。 

 

 

 

 



注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 

 

（試験の結果の要旨） 

 

令和 5年 8月 2日 16時 40 分より，環境情報 1号棟 515室にて，対面形式により審査委員全員

の出席のもとで発表 30 分間と質疑 30 分間の公聴会を行い，続いて学位論文審査会を 18 時まで

実施した．論文内容の発表とそれに対する質疑応答を通し，本論文は博士論文として十分な内

容を有しており，都市イノベーション分野において博士の学位を得るに値すると認められると

ともに，提出者は専門領域である海岸工学に関連する分野の科目について博士（工学）の学位

を得るのにふさわしい学力を有すると判断された．また，修了に必要な単位も取得済みであ

る．外国語能力（英語）に関しては，論文執筆，発表，質疑はすべて英語で実施しており，問

題ないことを確認した． 

 

対外発表論文は，以下の 2 編の査読付き論文集への登載と 1 編の国際学会での英語発表があ

り，学位取得に必要な内規（1編以上）を満たしている． 
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 以上より，提出者は都市イノベーションの分野において博士（工学）の学位を得るに値する

学識を有するものと認められ，審査委員の全員の一致により最終試験は合格と判定した． 

 


